
Dear Acquitted Ones,  

 

Now, there, “they,” not the sinner. “They,” that is, 

the church of that day, they found fault with the Man 

Who was the Word. Is that right? They found fault 

with the Man Who was the Word. Now they find 

fault with the Word working through the man. 

 

From the beginning the world has turned Him down, 

rejected Him, refused to stay with His Word by 

keeping with their traditions, their creeds, their 

ideas.  They have always missed God’s program; 

God, as a Man, who was the Word, and now the 

Word working through the man. 

 

But in our day He said, “I will have a small group, a 

chosen few. They were in Me from the beginning. 

They will receive Me and believe My Word and the 

man I have chosen to reveal My Word.  He will be 

My Voice to them.”  

 

“They won’t be ashamed to proclaim My Voice. They 

won’t be ashamed to tell the world I have come again 

and have manifested Myself through human flesh as I 

said I would. This time they won’t worship the man, 

but they will worship Me, the Word, that will speak 

through the man. They will love Me and proclaim Me 

with every fiber of their being.” 

 

“Thus, I have given them all they have need of to 

become My Bride. I have fortified them with My 

Word; for they ARE MY WORD made flesh. If they 

need healing, they speak My Word. If they have any 

obstacle that hinders them, they speak My Word. If 

they have a child that has drifted away, they speak 

My Word. Whatever they have need of, they speak 

My Word, for they are My Word made flesh in 

them.” 

 

親愛なる無罪とされた者たちへ、  

 

さて、そこにいる「彼ら」、罪人ではありません。

「彼ら」、つまり当時の教会は、御言葉であるお方

のあらさがしをしました。 そうですよね？ 彼らは

御言葉であるお方のあらさがしをました。 今、彼

らは人間を通して働く御言葉のあらさがしをしま

す。  

 

初めから世は、彼らの伝統、信条、考えに固執する

ことで、主を退け、拒絶し、主の御言葉に留まるこ

とを拒んできました。 彼らは常に神の計画を見逃

してきました。 すなわち、御言葉である人間とし

ての神、そして今、人間を通して働く御言葉です。 

 

 

 しかし、この時代に神はこう言われました。「わた

しには、小さな集団、選ばれた少数の者たちがいる

だろう。彼らは初めからわたしの中にいた。彼らは

わたしを受け入れ、わたしの言葉と、わたしが自分

の言葉を啓示するために選んだ人を信じるだろう。

その人は彼らにとってわたしの声となるだろう。」  

 

「彼らはわたしの声を公言することを恥じないだろ

う。彼らはわたしが再び来て、わたしが言った通り

に人間を通して自分自身を現わしたことを世に告げ

ることを恥じないだろう。今回は、彼らはその人を

崇拝せず、わたし、すなわちその人を通して語られ

る御言葉を崇拝するだろう。彼らは全身全霊にわた

しを愛し、わたしを公言するだろう。」 

 

「このようにして、わたしは彼らがわたしの花嫁に

なるために必要なものをすべて与えた。わたしは自

分の言葉で彼らを強化した。なぜなら、彼らは肉体

となったわたしの言葉だからだ。もし彼らが癒しを

必要とするなら、彼らはわたしの言葉を語る。もし

彼らを妨げる障害があるなら、彼らはわたしの言葉

を語る。もし彼らの子供がさまよってしまったな

ら、彼らはわたしの言葉を語る。彼らが必要とする

ものは何であれ、彼らはわたしの言葉を語る。なぜ

なら、彼らは彼らの中に肉体となったわたしの言葉

だからだ。」  



 

 

“They know who they are, for I have revealed Myself 

to them. They have stayed true and faithful to My 

Word and are uniting together around My Voice. For 

they know My Voice, My Word, My Holy Spirit. 

They know, where the Word is the Eagles will be 

gathered.”  

 

As His prophet speaks His Word and indicts this 

generation for the second crucifixion of Jesus Christ 

and proclaims them doomed, the Bride will be 

rejoicing.  For we know WE ARE His Bride that has 

accepted and received His Word. We cry out from 

the depths of our heart and say:  

 

 

I am Yours, Lord. I lay myself on this altar, just as 

consecrated as I know how to make myself. Take the 

world from me, Lord. Take the things from me that’s 

perishable; give me the imperishable things, the 

Word of God. May I be able to live that Word so 

closely, till the Word will be in me, and I in the 

Word. Grant it, Lord. May I never turn from It.  

 

 

There is life, and there is death. There is a right way, 

and there is a wrong way. There is truth, and there is 

a lie. This Message, this Voice, is God’s perfect 

provided way for today. Come join a portion of God’s 

mighty Bride as we gather around His revealed Word 

and hear the Message:  The Indictment  63-

0707M.  

 

Bro. Joseph Branham 

 

 

 

 

「彼らは自分が誰であるかを知っている。なぜな

ら、わたしが彼らに自分自身を啓示したからだ。彼

らはわたしの言葉に真実であり、忠実であり続け、

わたしの声の周りに一つに集まっている。なぜな

ら、彼らはわたしの声、わたしの言葉、わたしの聖

霊を知っているからだ。彼らは、御言葉があるとこ

ろに鷲が集まることを知っている。」 

 

神の預言者がその御言葉を語り、イエス・キリスト

の二度目の磔刑のためにこの世代を告発し、彼らを

滅びる者であると宣言するとき、花嫁は喜びにあふ

れるでしょう。 なぜなら、私たちは自分たちこそ

が、神の御言葉を受け入れ、受け取った神の花嫁で

あることを知っているからです。 私たちは心の底

から叫び、こう言います。 

 

主よ、私はあなたのものです。 私は自分自身を、

できる限り献身的に、この祭壇の上に置きます。 

主よ、私の中からこの世のものを取り去ってくださ

い。 私から朽ちるものを取り去ってください。 私

に朽ちないもの、すなわち神の御言葉を与えてくだ

さい。どうか、私がその御言葉を非常に密接に生

き、御言葉が私の内に、私が御言葉の内にいること

ができますように。 主よ、それをかなえてくださ

い。 どうか、私が決してそこから離れることがあ

りませんように。 

 

そこには命があり、死があります。 正しい道があ

り、間違った道があります。 真理があり、嘘があ

ります。 このメッセージ、この声は、今日のため

の神の完璧な備えられた道です。 私たちが神の啓

示された御言葉の周りに集まり、「告発」63-0707M

というメッセージを聞くとき、神の力強い花嫁の一

部に加わってください。  

 

ジョセフ・ブランハム兄弟より 

 

 

 

 


